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  ～ 下飯田　古道の風情が残る地へ ～
　飯田五郎家義は、下飯田本郷を拠点に、この地域を開発し、飯田郷の地頭になったといわれています。ここの「鎌倉道（藤
沢八王子道）」沿いには、曹洞宗の古

こ さ つ

刹東泉寺や飯田のこんぴら様として人々に親しまれた琴平神社、飯田五郎家義の館跡と
いわれている富士塚公園、左馬神社、相模の俳

はいだん

壇の中心的人物美濃口春
しゅんこう

鴻の生家美濃口家があり、古道の風情を今に残して
います。一方、環状４号線沿いの地域は、市営地下鉄「下飯田駅」と相鉄いずみ野線「ゆめが丘駅」周辺の区画整理事業の
進展により、新しいまちとして生まれ変わろうとしています。

　三柱神社に「蚕霊神鎮
ち ん ざ

座」と刻まれた碑が立っています。
上飯田下組（現、上飯田南町）の地域の養

ようさん

蚕農家が建てた供
養塔です。明治・大正・昭和初期、泉区域の村々では養蚕が
盛んに行われ、農家の経済を支える大切な産業でした。同じ
供養塔がＪＡ横浜和泉支店横の神明社前にも立っています。

　水難除け治水の守護神を祀った琴平神社は、
江戸期には東泉寺が別

べっとう

当を務め、飯田の金
こ ん ぴ ら

毘羅
様として親しまれてきました。明治 2年（1869）
の神仏分離令によって、大

おおものぬしのかみ

物主神と崇
す と く

徳天皇を
祭神とする琴平神社として独立しています。境
内には天満宮、八坂神社などが祀

まつ

られています。

　飯田の鎌倉道は「上（西）之道」と呼ばれ、新田・
足利ゆかりの地や信濃方面と鎌倉を結ぶ重要な
道でした。美濃口家は代々名主や村長を勤め、
当家出身の春

しゅんこう

鴻は芭蕉の流れを汲む蕉門の俳人
で、関係資料は横浜市地域有形文化財（歴史資料）
になっています。（一般の家屋のため、門の中の
見学はできません。）また、近くに持田・美濃口
両家の氏神と伝えられる日枝社があります。

　この神社は、上飯田下組（現、上飯田南町）
の地域内にあった三つの神社を大正元年（1912）
に、移転合祀したものです。その三柱とは、菅
原道真を祀る天神社、大

おおやまくいのみこと

山咋命を祀る日枝神社、
豊
とようけひめのみこと

受媛命を祀る神明社です。境内には庚申塔 3
基と蚕霊供養塔があります。庚申塔のうち文久
元年（1861）造立のものは、大山道道標を兼ね
ています。

　以前は境川沿いにありましたが、度重なる水
害で、天正 18 年（1590）頃、当地の領主旗本
筧
かけいためはる

為春によって移転されたと伝えられていま
す。曹洞宗で鎌倉龍宝寺の末寺。山号を巨

こ ぼ く さ ん

木山
と称し、山門前の大イチョウは市の名木古木に
指定されています。また、境内の薬師堂には飯
田五郎家義の守本尊と伝えられる薬師如来像の
ほか、相模国準四国八十八ケ所五十九番札所の
弘法大師石像が安置されています。

　この地は富士山、大山丹沢方面の眺めのよい
場所で、先土器時代の石器が発掘されています。
中和田南小学校は、中和田小学校の南分教場とし
て親しまれてきましたが、昭和43年に独立しま
した。校内にある、みなみコミュニティハウスの
郷土資料室には、古民具や歴史資料が数多く展示
され、地域の文化交流の拠点となっています。

　長福寺の境内に南北朝期の年代（1300 年代）が
記された板碑が立っています。泉中央公園を整備し
たとき、池のほとりから出土したものです。板碑は、
石
せきとうば

塔婆（※）の一種で、死者の追
ついぜん

善（※）及び生前
の逆
ぎゃくしゅう

修（※）供養の塔で、本興寺墓地・無量寺・密
蔵院・東泉寺の宝物殿（非公開）などに多くあります。
板碑は、泉区域の石造物では、最も古いものです。

　現在は和泉川の西側に相鉄いずみ野線の高架
線路があり、周辺の住宅も緩

かんしょうぶつ

衝物になっていま
すが、開発前の和泉川沿いは水田が下流まで続
いており、環状 4号線方面からの西風も強かっ
たはずです。屋敷の防風垣としていつ頃この「も
ちの木」が植えられたのか、当主の宮澤弘氏も
不明と言います。樹勢から 2～ 300 年は経てい
るでしょう。

　境川沿いに多く見られるサバ神社の一社
です。祭

さいじん

神は左
さまのかみみなもとのよしとも

馬頭源義朝で、平安末期に
飯田五郎家義が勧

かんじょう

請したとも、小田原北条時
代に領主川上藤兵衛が勧請したとも言われて
います。天正 18 年（1590）に領主となった
筧
かけいえちぜんのかみすけひょうえためはる

越前守助兵衛為春は地域の鎮守さまとして信
仰し、社殿を修復しました。境内のイチョウは
市指定の名木古木です。他に堅

けんろう じ じ ん と う

牢地神塔・庚申
塔などがあります。

　臨済宗天
てんのうざん

王山長福寺は、円覚寺末で本尊は
釈
し ゃ か む に

迦牟尼仏です。泉小次郎親
ちかひら

衡が道場として創
建したと伝えられています。泉小次郎は、二代
将軍源頼家の遺児千寿丸を擁

よう

して北条氏を打倒
しようとしましたが、その計画が事前に発覚し、
逃亡したと伝えられています。隣の須賀神社は
小次郎が鎮守神として祀った神社といわれてい
ます。

　市内各地で生産される梨は、「浜なし」とし
て定着していますが、中でもこの小菅家はそ
の草分け的存在と言われています。昭和 16 年
（1941）から試みを開始し、「長十郎」「菊水」「旭」
などの品種の改良を進め、昭和 40 年（1965）
代からは「新水」「幸水」「豊水」の三水と呼ば
れる品種を中心に生産し、現在に至っています。

　富士塚団地内に「富士塚城址」の石碑のある公
園があります。この辺りは、源頼朝の危機を救っ
た飯田五郎家義の館があったところと言われて
います。造成前には空堀の跡と思われる窪地や
それらしき地名も残っていました。また明治 32
年（1899）には五輪塔や納骨瓶が出土しました。
当地の人々は、飯田氏の墳

ふ ん ぼ

墓であろうと考え、
近くに「古

こ け ん だ い ぼ さ つ

賢大菩薩」の碑を建て供養しました。

２  蚕
さんれい

霊供
く よ う

養塔
とう

７  琴
ことひら

平神社

３  鎌倉道・美
み の

濃口
ぐち

家

１  三
みはしら

柱神社

８  東
とうせん

泉寺
じ

９  みなみコミュニティハウス

３  板
いた

碑
び

１  宮澤家の防風垣４  下飯田左馬神社

２ 長福寺・須賀神社５  梨（小菅家）

６  富士塚公園

（※）石塔婆（せきとうば）：石で作った供養塔
 追善（ついぜん）：亡くなった人の冥福を祈ること。
 逆修（ぎゃくしゅう）：生前にあらかじめ自分のために死後の 
  冥福を祈ること。
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  ～ 和泉川南部　水と緑の大パノラマと公園めぐり ～
　相鉄いずみ野線いずみ中央駅から和泉川沿いに南下すると、鎌倉時代の武将泉小次郎親衡伝承地の泉中央公園や、長福寺
があります。ここからまた和泉川に沿って下ると、江戸期の和泉村の領主松平家の祈願所中之宮左馬神社、菩提寺宝心寺の
殿墓で知られる松平家代々の墓、童心にかえって遊べる親水公園、密蔵院、下和泉 神社、明治から昭和初期にかけて栄え
た製糸場の遺構がある天王森泉公園などがあります。この川沿いの道は、私たちの先祖の歴史を訪ねる道であり、境川遊水
地公園などで、野鳥や草花が見られる水と緑の散歩道です。

　宝心寺本堂裏の墓地内に「殿
とのばか

墓」と呼ばれる
徳川時代の和泉村領主であった松平家の墓所が
あります。松平勝左衛門昌吉は能

の み

見松平家の 6
代目で、寛永 2年（1625）、和泉村の領地を得て、
慶安 4年（1651）に三

みかわのくにぬかたぐん

河国額田郡能見の観音寺
から、父 5代目庄右衛門昌利の墓を宝心寺に移
し墓所としました。現在、墓所には 6代目から
15代目までの笠付角柱塔と宝

ほうきょういんとう

篋印塔が立ち並ん
でいます。

　昭和 61 年秋、泉区誕生と同時に開園し、再
整備により平成 28 年 3 月に再オープンしまし
た。この地は鎌倉時代の武将泉小次郎親

ちかひら

衡の館
跡と伝えられています。遺構として、東側と南
側に空堀と土塁が残っています。「小次郎馬洗い
の池」は一年中湧き水が枯れたことがなく、昔
は池の水を汲み干して雨乞いの願いをかけまし
た。園内には、空

そらみつあき

充秋作の彫刻「門」があります。

　平成 9年 11 月に開園し、天王森泉館を中心
に昔ながらの原風景を残した緑豊かな、そして
ホタルやワサビを育む豊富な湧き水のある公園
です。天王森泉館は旧清水製糸場本館です。明
治期に建てられた市内に残る唯一の製糸関連の
遺構で、和泉・飯田・阿久和地区が一大製糸産
業地であったことを偲

しの

ばせます。平成10年1月、
横浜市認定歴史的建造物に選ばれました。

　高野山真言宗で、開山は祐海法印（天文 14年・
1545 年寂）、本尊は願

がんぎょう

行作とされる不動明王で
す。境内には貞和 3年（1347）の板碑があり、
石段下には文政 4年（1821）建立の木

もくじきかんしょうひ

食観正碑
があります。ハクモクレンは有名で、3月彼岸
の開花時には多くの参詣者の目を楽しませてく
れています。環状 4号線の道路工事により寺の
所有地が広く提供されたため、境内や寺域の環
境が大きく変わりました。

　境川遊水地公園は、泉区、戸塚区、藤沢市に位
置し、境川の洪水被害を軽減させるための遊水地
を平常時には公園として利用しています。野球・
テニスなどのスポーツのほか、様々な生物の観察
や水辺の風景を楽しむことができます。園内の情
報センターでは、遊水地の仕組みやここで観察で
きる生物の紹介、発掘された貝化石などの展示が
されています。また鷺

さぎまいばし

舞橋は全長129ｍの片面吊
り構造という珍しい吊り橋です。

　草木橋から関
せきじま

島橋の区間に、河川と一体化し
た広場として整備されています。和泉川を見な
がら子供達も楽しく遊べる憩いの場所です。散
策はもちろん、川に親しむ場所としてもおすす
めです。昭和63年度には、「手づくり郷土賞」（国
土交通省）に選ばれました。

　祭神は左
さまのかみみなもとのみつなか

馬頭源満仲・天
あまてらすすめおおかみ

照皇大神で、中和泉地
域の鎮守さまです。和泉川沿いに見られるサバ神
社の一社で、源家隆盛の頃の勧

かんじょう

請といわれていま
す。寛永2年（1625）、和泉村の領主となった松平
勝左衛門昌吉は、この神社を村の鎮守として再興
し、能

の み

見松平家の累代の祈願所としました。総け
やき造りの本殿は立派です。境内には木

もくじきかんしょうひ

食觀正碑・
庚申塔・西南の役の忠魂碑などがあります。

　和泉川に架かる草
く さ き

木橋をわたると田園風景が
広がります。近くに平安時代の住居址を中心と
する草木遺跡があります。その先の三叉路に、
一群の石仏が並べられています。宝

ほうきょういんとう

篋印塔残欠
（年代不明）、道祖神塔（明治 3年・1870）、地
蔵庚申塔（寛文 10年・1670）、出羽三山供養塔
（文化 2年・1805）、石祠（年代不明）などが見
られます。

　和
わ せ ん ざ ん

泉山松雲院と号し、本尊は阿弥陀仏です。
もとは、泉小次郎親

ちかひら

衡が菩提寺として建立した
泉龍寺といわれ、子孫が絶え荒廃していたのを、
慶安 4年（1651）に領主の松平勝左衛門昌吉が
浄土宗の寺として建立し、宝心寺としました。
境内には和泉廻

か い か じ ぞ う そ ん

化地蔵尊と岩
いわふね じ ぞ う そ ん

舟地蔵尊や庚申塔
があり、参道入口には車塔が建っています。他
に市指定の名木古木が立ち並んでいます。

　和泉川沿いに見られるサバ神社の一社です。祭神
は左

さまのかみみなもとのみつなか

馬頭源満仲。慶長年間（1596 ～ 1615）、当地
の郷士清水・鈴木両氏が氏神として勧

かんじょう

請したといわ
れています。元禄 2年（1689）に氏子の寄進によ
る社殿修復の棟

むなふだ

札（※）が残されています。神社の
すぐ下あたりに、かつての清水製糸場があり、この
工場で使用していた本館は、天王森泉公園に移築さ
れ、天王森泉館として使用されています。

７  松平家墓

４  泉中央公園

12  天王森泉館・天王森泉公園

10  密蔵院

13  境川遊水地公園

８  和泉川親水広場

５  中之宮左馬神社

９  四ツ谷の石仏

６  宝心寺

11  下和泉 神社

（※）棟札（むなふだ）：棟上げの時、工事の由緒、建築の年月日、
建築者または工匠の名などを記して、棟木に打ち付ける札。多くは
頭部が山形をしている。
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